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◆これからの技能研修・講習会の予定◆
令和4年度　草刈・剪定講習会

※新型コロナウイルス感染症が拡大したときは、延期又は中止する場合があります。

区分

剪定

実施日時 開催予定場所 対象者 定員 申込期限

令和4年11月15日㈫

令和4年11月10日㈭

彦島田の首町市有地
（草刈講習及び実技）

下関市立勝山中学校
剪定就業者
及び

一般市民

草刈就業者
及び

一般市民
20人

15人

令和4年11月2日㈬

令和4年10月31日㈪

草刈

　今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
四
日（
火
）

〜
十
月
六
日（
木
）ま
で
の
三
日
間
、
長
府

庭
園
の
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料

　

　大

　人

　二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　子

　供

　
　
　百
円（
中
学
生
ま
で
）

　下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
提

示
下
さ
い
）

開
園
時
間

　九
時
〜
十
六
時
三
十
分
ま
で

会
員
作
品
展

　書
、
絵
画（
日
本
画
、
水
墨
画
、
油
絵
）

手
工
芸
、
写
真
、
表
装
、
陶
芸
・
そ
の
他

作
品
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　十
月
三
日（
月
）申
込
は
、藤
田
委
員（
〇

八
〇―

一
九
一
八―

九
一
六
二
）た
だ
し
、

同
好
会
の
方
は
、
各
部
会
長
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

　十
月
三
日（
月
）午
前
九
時
三
十
分
ま
で

に
長
府
庭
園
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
出

　十
月
七
日（
金
）午
前
九
時
三
十
分
か
ら

作
業
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
必
ず
各
自
で

午
後
四
時
ま
で
に
作
品
の
搬
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

作
品
の
展
示
募
集

　セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
入
会
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　六
十
才
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
あ
る

下
関
市
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
入
会
が
出

来
ま
す
。

　入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第
一
、
三
の
水

曜
日
午
前
九
時
に
当
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務

所
の
二
階
研
修
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
説
明
会
は
、
約
二
時
間
程
度
で
す
）

　入
会
希
望
の
方
は
、
入
会
申
込
書
等
の

必
要
書
類（
入
会
説
明
会
時
に
配
布
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　十
月
に
入
会
さ
れ
る
方
の
年
度
会
費
は
、

次
年
度
か
ら
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
入
会
員
募
集

　こ
の
度
、
同
好
会
歩
こ
う
会
・
山
陽
地

域
第
四
地
区
長
主
催
で
清
掃
奉
仕
活
動
を

行
い
ま
す
。
同
好
会
未
加
入
、
他
の
地
域

の
会
員
か
ら
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

実
施
日

　十
月
二
十
三
日（
日
）

集
合
時
間

　午
前
八
時
三
十
分

集
合
場
所

　ゆ
め
タ
ウ
ン
長
府
店
駐
車
場

奉
仕
活
動
の
範
囲

　
　長
府
才
川
〜
乃
木
浜
総
合
公
園

　
　乃
木
浜
総
合
公
園
で
解
散

参
加
締
切

　十
月
十
日（
月
）

申
込
先

　同
好
会
歩
こ
う
会
会
長

　岡
村
喜
代
志

　電
話

　〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一

（
同
好
会
・
他
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加

は
、
岡
村
会
長
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　山
陽
地
域
第
四
地
区
長

　村
上

　博
司

　電
話

　二
四
八

－

〇
一
七
一

清
掃
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

　令
和
四
年
度
の
第
一
回
剪
定
講
習
会
が

五
月
十
七
日（
火
）に
開
催
さ
れ
、
会
員
講

師
の
方
五
名
の
も
と
、
二
十
四
名
の
会
員

が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
今

回
は
彦
島
八

幡
宮
様
の
ご

協
力
で
宮
内

の
敷
地
の
一

角
を
使
用
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
一
回
剪
定
講
習
会

　令
和
四
年
度
の
第
一
回
草
刈
講
習
会
が

五
月
二
十
四
日（
火
）彦
島
田
の
首
に
て
開

催
さ
れ
、
会
員
講
師
の
方
五
名
の
も
と
、

二
十
名
の
会
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

草
刈
機
の
取

り
扱
い
方
か

ら
安
全
就
業

ま
で
講
師
に

よ
る
座
学
と
、

衝
立
や
ネ
ッ

ト
を
使
用
し

た
事
故
の
防

止
策
に
つ
い

て
学
び
ま
し

た
。

第
一
回
草
刈
講
習
会
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　河
﨑
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
両
議

案
の
説
明
後
、
監
査
に
あ
た
っ
た
岡
﨑
監

事
か
ら
適
正
か
つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い

る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
そ
の
後
、
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
両
議
案
は
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　会
費
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　河
﨑
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
の
説

明
後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第
四
号
議
案

　役
員
選
任
の
件

　理
事
長
か
ら
説
明
の
後
、
議
長
か
ら
役

員
一
人
ひ
と
り
可
否
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
全
理
事
・
監
事
の

候
補
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
紹
介

常
務
理
事

　長
岡

　常
稔

理

　
　事

　生
田

　
　都

理

　
　事

　柴
田

　栄
二

　令
和
四
年
度
定
時
総
会
を
六
月
二
日

（
木
）十
三
時
、
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
・
エ

メ
ラ
ル
ド
の
間
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば
に
つ
づ
き
、

参
加
者
全
員
で
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷

を
捧
げ
、
齋
藤
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
在

籍
二
十
年
功
労
会
員
表
彰
・
在
籍
十
五
年

功
労
会
員
表
彰
・
在
籍
十
年
功
労
会
員
表

彰
、
安
全
標
語
優
秀
作
品
表
彰
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

　ご
来
賓
の
下
関
市
長
前
田
晋
太
郎
様
、

下
関
市
議
会
議
長
亀
田
博
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
、
報
告
事
項
・
議
案
審
議

に
移
り
審
議
終
了
後
、
総
会
を
閉
会
し
ま

し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
一
号

令
和
三
年
度
収
支
予
算
書
一
部
補
正
報

告
の
件

報
告
第
二
号

　令
和
四
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

報
告
第
三
号

　令
和
四
年
度
収
支
予
算
等
報
告
の
件

議
案
審
議

第
一
号
議
案

　令
和
三
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　令
和
三
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

理

　
　事

　竹
田

　賢
海

理

　
　事

　辻
野

　光
江

理

　
　事

　長
山

　裕
昭

理

　
　事

　橋
本
サ
チ
子

理

　
　事

　林

　
　岩
雄

理

　
　事

　増
冨

　
　直

理

　
　事

　三
宅

　
　寛

理

　
　事

　森
本

　
　桂

理

　
　事

　安
村

　倫
行

監

　
　事

　田
口

　幸
司

監

　
　事

　山
岡

　佳
代

在籍二十年功労会員表彰
代表者　岡部　絹代 会員

役員表彰
代表者　竹田　賢海 理事

安全標語優秀作品表彰
春永　紘治 会員

在籍十年功労会員表彰
代表者　岡野　藤孝 会員

在籍十五年功労会員表彰
代表者　伊東　靖人 会員

　四
月
二
十
一
日（
木
）に
令
和
三
年
度
の

決
算
監
査
を
行
い
ま
し
た
。
監
事
か
ら
計

算
書
類
・
事
業
報
告
と
も
適
正
で
あ
る
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　令
和
四
年
度
第
一
〜
三
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

第
一
回
理
事
会

　開
催
日

　令
和
四
年
四
月
二
十
八
日（
木
）

報
告
事
項

　安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
三
年
度
第
三
回
収
支
補
正
予
算
承

認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
三
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
三
号
議
案

令
和
三
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

第
四
号
議
案

役
員
候
補
者
選
任
の
件

第
五
号
議
案

令
和
四
年
度
定
時
総
会
に
お
け
る
表
彰

候
補
者
の
件

第
六
号
議
案

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
九
名
・
特
別

会
員
一
名
の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
三
年
度
決
算
監
査
の
報
告

　去
る
、
六
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た

令
和
四
年
度
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
定
時
総
会

に
お
い
て
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
支
援
要
請

の
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
に
伴
い
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
八
月

二
十
六
日（
金
）に
小
野
理
事
長
・
河
﨑
副

理
事
長
・
長
岡
常
務
理
事
が
前
田
市
長
及

び
亀
田
市
議
会
議
長
へ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
要
請
活
動

理
事
会
報
告

第
二
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
四
年
六
月
二
日（
木
）

議
案
審
議

第
一
号
議
案

理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務
理

事
選
定
の
件

第
二
号
議
案

理
事
の
報
酬
額
決
定
の
承
認
の
件

第
三
号
議
案

事
務
局
長
承
認
の
件

第
三
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
四
年
六
月
二
十
七
日（
月
）

報
告
事
項

事
業
実
績
の
報
告

予
算
執
行
状
況
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

第
二
号
議
案

　

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
十
八
名
の
入

会
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他

各
専
門
委
員
会
の
担
当
に
つ
い
て

総
務
運
営
委
員
会

増
冨

　直
委
員
長

生
田

　都
委
員

　
　長
岡
常
稔
委
員

事
業
推
進
委
員
会

林

　岩
雄
委
員
長

柴
田
栄
二
委
員

　
　竹
田
賢
海
委
員

辻
野
光
江
委
員

　
　長
岡
常
稔
委
員

橋
本
サ
チ
子
委
員

安
全
管
理
委
員
会

森
本

　桂
委
員
長

長
山
裕
昭
副
委
員
長

長
岡
常
稔
委
員

　
　福
田
立
美
委
員

穂
積
博
好
委
員

　
　三
宅

　寛
委
員

安
村
倫
行
委
員

広
報
紙
編
集
委
員
会

伊
東
靖
人
委
員
長

　

弘
中
チ
ド
リ
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

三
宅

　寛
委
員

　
　村
尾

　寛
委
員

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

岡
村
喜
代
志
委
員
長

弘
中
チ
ド
リ
副
委
員
長

伊
東
靖
人
委
員

　
　伊
藤
征
夫
委
員

熊
野
榮
治
委
員

　
　辻
野
光
江
委
員

長
山
裕
昭
委
員

　
　福
田
睦
紀
委
員

藤
田
善
昭
委
員

　
　諸
井
裕
子
委
員

就
業
調
整
委
員
会

増
冨
総
務
運
営
委
員
長

林

　事
業
推
進
委
員
長

森
本
安
全
管
理
委
員
長

各
委
員
会
の
委
員
紹
介（
五
十
音
順
）

前田市長への支援要請亀田市議会議長への支援要請

令
和
四
年
度
定
時
総
会

令
和
四
年
度
定
時
総
会

理事長
小野　雅弘

副理事長
河﨑　耕治

23



　河
﨑
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
両
議

案
の
説
明
後
、
監
査
に
あ
た
っ
た
岡
﨑
監

事
か
ら
適
正
か
つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い

る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
そ
の
後
、
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
両
議
案
は
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　会
費
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　河
﨑
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
の
説

明
後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第
四
号
議
案

　役
員
選
任
の
件

　理
事
長
か
ら
説
明
の
後
、
議
長
か
ら
役

員
一
人
ひ
と
り
可
否
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
全
理
事
・
監
事
の

候
補
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
紹
介

常
務
理
事

　長
岡

　常
稔

理

　
　事

　生
田

　
　都

理

　
　事

　柴
田

　栄
二

　令
和
四
年
度
定
時
総
会
を
六
月
二
日

（
木
）十
三
時
、
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
・
エ

メ
ラ
ル
ド
の
間
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば
に
つ
づ
き
、

参
加
者
全
員
で
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷

を
捧
げ
、
齋
藤
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
在

籍
二
十
年
功
労
会
員
表
彰
・
在
籍
十
五
年

功
労
会
員
表
彰
・
在
籍
十
年
功
労
会
員
表

彰
、
安
全
標
語
優
秀
作
品
表
彰
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

　ご
来
賓
の
下
関
市
長
前
田
晋
太
郎
様
、

下
関
市
議
会
議
長
亀
田
博
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
、
報
告
事
項
・
議
案
審
議

に
移
り
審
議
終
了
後
、
総
会
を
閉
会
し
ま

し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
一
号

令
和
三
年
度
収
支
予
算
書
一
部
補
正
報

告
の
件

報
告
第
二
号

　令
和
四
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

報
告
第
三
号

　令
和
四
年
度
収
支
予
算
等
報
告
の
件

議
案
審
議

第
一
号
議
案

　令
和
三
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　令
和
三
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

理

　
　事

　竹
田

　賢
海

理

　
　事

　辻
野

　光
江

理

　
　事

　長
山

　裕
昭

理

　
　事

　橋
本
サ
チ
子

理

　
　事

　林

　
　岩
雄

理

　
　事

　増
冨

　
　直

理

　
　事

　三
宅

　
　寛

理

　
　事

　森
本

　
　桂

理

　
　事

　安
村

　倫
行

監

　
　事

　田
口

　幸
司

監

　
　事

　山
岡

　佳
代

在籍二十年功労会員表彰
代表者　岡部　絹代 会員

役員表彰
代表者　竹田　賢海 理事

安全標語優秀作品表彰
春永　紘治 会員

在籍十年功労会員表彰
代表者　岡野　藤孝 会員

在籍十五年功労会員表彰
代表者　伊東　靖人 会員

　四
月
二
十
一
日（
木
）に
令
和
三
年
度
の

決
算
監
査
を
行
い
ま
し
た
。
監
事
か
ら
計

算
書
類
・
事
業
報
告
と
も
適
正
で
あ
る
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　令
和
四
年
度
第
一
〜
三
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

第
一
回
理
事
会

　開
催
日

　令
和
四
年
四
月
二
十
八
日（
木
）

報
告
事
項

　安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
三
年
度
第
三
回
収
支
補
正
予
算
承

認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
三
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
三
号
議
案

令
和
三
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

第
四
号
議
案

役
員
候
補
者
選
任
の
件

第
五
号
議
案

令
和
四
年
度
定
時
総
会
に
お
け
る
表
彰

候
補
者
の
件

第
六
号
議
案

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
九
名
・
特
別

会
員
一
名
の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
三
年
度
決
算
監
査
の
報
告

　去
る
、
六
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た

令
和
四
年
度
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
定
時
総
会

に
お
い
て
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
支
援
要
請

の
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
に
伴
い
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
八
月

二
十
六
日（
金
）に
小
野
理
事
長
・
河
﨑
副

理
事
長
・
長
岡
常
務
理
事
が
前
田
市
長
及

び
亀
田
市
議
会
議
長
へ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
要
請
活
動

理
事
会
報
告

第
二
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
四
年
六
月
二
日（
木
）

議
案
審
議

第
一
号
議
案

理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務
理

事
選
定
の
件

第
二
号
議
案

理
事
の
報
酬
額
決
定
の
承
認
の
件

第
三
号
議
案

事
務
局
長
承
認
の
件

第
三
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
四
年
六
月
二
十
七
日（
月
）

報
告
事
項

事
業
実
績
の
報
告

予
算
執
行
状
況
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

第
二
号
議
案

　

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
十
八
名
の
入

会
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他

各
専
門
委
員
会
の
担
当
に
つ
い
て

総
務
運
営
委
員
会

増
冨

　直
委
員
長

生
田

　都
委
員

　
　長
岡
常
稔
委
員

事
業
推
進
委
員
会

林

　岩
雄
委
員
長

柴
田
栄
二
委
員

　
　竹
田
賢
海
委
員

辻
野
光
江
委
員

　
　長
岡
常
稔
委
員

橋
本
サ
チ
子
委
員

安
全
管
理
委
員
会

森
本

　桂
委
員
長

長
山
裕
昭
副
委
員
長

長
岡
常
稔
委
員

　
　福
田
立
美
委
員

穂
積
博
好
委
員

　
　三
宅

　寛
委
員

安
村
倫
行
委
員

広
報
紙
編
集
委
員
会

伊
東
靖
人
委
員
長

　

弘
中
チ
ド
リ
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

三
宅

　寛
委
員

　
　村
尾

　寛
委
員

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

岡
村
喜
代
志
委
員
長

弘
中
チ
ド
リ
副
委
員
長

伊
東
靖
人
委
員

　
　伊
藤
征
夫
委
員

熊
野
榮
治
委
員

　
　辻
野
光
江
委
員

長
山
裕
昭
委
員

　
　福
田
睦
紀
委
員

藤
田
善
昭
委
員

　
　諸
井
裕
子
委
員

就
業
調
整
委
員
会

増
冨
総
務
運
営
委
員
長

林

　事
業
推
進
委
員
長

森
本
安
全
管
理
委
員
長

各
委
員
会
の
委
員
紹
介（
五
十
音
順
）

前田市長への支援要請亀田市議会議長への支援要請

令
和
四
年
度
定
時
総
会

令
和
四
年
度
定
時
総
会

理事長
小野　雅弘

副理事長
河﨑　耕治
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中
部
地
域
　
有

　重

　賢
一
郎

　

①
自
分
に
何
か
出
来
る
こ
と
が
な
い
か
と

思
案
し
て
い
た
時
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
説
明
会
の
広
告
を
見
て
参
加

す
る
こ
と
に
し
た
。
説
明
を
聞
い
て
出

来
る
仕
事
が
あ
る
と
確
信
し
入
会
し
ま

し
た
。

②
血
圧
・
体
重
の
変
化
に
留
意
し
て
暴
飲

暴
食
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

③
体
力
が
続
く
か
ぎ
り
仕
事
を
す
る
こ
と

で
老
化
の
防
止
に
繋
が
る
と
思
う
。

　
高
齢
者
施
設
の
夜
間
業
務
に
従
事
し
て

い
る
が
、
入
居
者
や
職
員
と
の
対
話
が

で
き
若
返
っ
た
気
が
す
る
。

彦
島
地
域
　
岡

　野

　藤

　孝

①
⑴
健
康
維
持
。

⑵
適
度
な
就
業
日
数
で
、
出
来
る
仕
事

が
あ
っ
た
こ
と
。

②
健
康
管
理
。
毎
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
適

度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
継
続
し
、
規
則

正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
。

③
十
年
間
、
無
事
故
・
怪
我
な
し
で
就
業

で
き
た
こ
と
は
、
よ
き
先
輩
・
よ
き
仲

間
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

山
陰
地
域
　
木

　谷

　高

　明

①
会
社
定
年
後
、
六
十
四
才
の
時
、
未
だ

体
力
的
に
も
仕
事
が
や
れ
る
と
思
い
、

体
力
維
持
、
健
康
維
持
の
為
入
会
致
し

ま
し
た
。

②
お
客
様
に
は
、親
切
・
丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー

に
剪
定
作
業
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
安
全
作
業
・
怪
我
の
な
い
様
、
お

客
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
様
、
仕
事
を

精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
今
年
四
月
に
て
七
十
五
才
に
な
り
、
体

力
的
に
か
な
り
落
ち
始
め
て
い
ま
す
が
、

あ
と
五
年
を
目
標
に
頑
張
っ
て
、
健
康

面
に
留
意
し
頑
張
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。山

陽
地
域
　
土

　井

　光

　雄

①
会
社
を
退
職
し
た
ら
入
会
す
る
と
決
め

て
い
た
。

②
自
分
が
利
用
し
た
い
と
思
う
公
園
に
な

る
よ
う
に
、
そ
し
て
仕
事
は
楽
し
く
し

た
い
。

③
仕
事
に
行
け
ば
　
⑴
人
に
会
え
る
　
会

話
が
で
き
る
　
⑵
体
を
動
か
す
　
⑶
昼

食
が
時
間
通
り
食
べ
ら
れ
る
。
そ
の
上

配
分
金
も
貰
え
る
。
家
か
ら
出
て
行
く

場
所
を
作
っ
て
く
れ
た
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
感
謝
、
感
謝
。

　
ア
ッ
と
言
う
間
の
十
年
で
し
た
。

山
陰
地
域
　
西

　野

　征

　治

①
友
人
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
登

録
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
六
十
五
才
を
過
ぎ
て
体
は
元
気
だ
し
、

も
う
少
し
働
い
て
生
活
を
充
実
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

②
健
康
が
一
番
。

　
老
人
ホ
ー
ム
の
夜
間
管
理
　
十
七
時
〜

　
翌
日
八
時
三
十
分
迄
、
月
に
七
〜
八
回
、

好
不
調
の
波
の
な
い
よ
う
に
普
段
か
ら

適
度
な
運
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

③
仕
事
は
四
回
の
巡
回
で
、
入
居
者
の
動

向
と
施
設
の
異
常
の
有
無
、
そ
の
他
、

夜
間
入
所
者
の
世
話
を
す
る
支
援
員
さ

ん
に
は
困
っ
た
時
相
談
相
手
に
。
今
、

老
人
施
設
の
仕
事
に
就
け
た
こ
と
は
意

義
深
い
で
す
。

山
陰
地
域
　
長

　谷

　
　
　久

①
健
康
維
持
。
年
金
で
は
生
活
維
持
も
大

変
で
す
し
老
後
の
資
金
に
で
も
な
れ
ば

と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

②
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

お
客
様
か
ら
の
苦
情
が
な
く
喜
ば
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
こ
の
度
は
思
い
も
よ
ら
ず
表
彰
し
て
頂

き
光
栄
に
思
い
、
皆
様
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
十
年
も
働
く
事
が
出
来
た
と
有

難
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

山
陽
地
域
　
藤

　岡

　隆

　夫

①
若
い
頃
か
ら
盆
栽
、
庭
園
が
好
き
で
現

役
を
引
退
し
て
造
園
会
社
で
一
年
働
い

て
会
社
組
織
に
と
ら
わ
れ
た
く
な
い
の

で
シ
ル
バ
ー
の
剪
定
班
に
入
会
し
た
次

第
。

②
き
れ
い
に
な
っ
た
〜
す
っ
き
り
し
た
〜

と
言
う
依
頼
者
か
ら
の
言
葉
を
期
待
し

て
い
る
。
今
か
ら
も
剪
定
の
基
本
を
踏

ま
え
て
私
の
理
想
で
あ
る「
透
か
し
剪

定
」を
時
間
が
あ
る
限
り
や
っ
て
い
く
。

③
九
年
振
り
に
二
人
の
メ
ン
バ
ー
が
変

わ
っ
て
こ
れ
も
又
縁
が
あ
っ
て
の
事
と

思
う
し
、
今
迄
通
り
笑
顔
の
た
え
な
い

雰
囲
気
で
仕
事
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。

山
陽
地
域
　
古

　瀬

　信

　義

①
同
級
生
に
話
を
聞
き
入
会
し
ま
し
た
。

　
体
力
維
持
と
小
遣
い
の
為
。

②
特
に
有
り
ま
せ
ん
が
、
日
々
の
晩
酌
で

明
日
へ
の
活
力
。

③
十
年
間
無
事
故
は
、
諸
先
輩
方
が
気
持

ち
よ
く
仕
事
を
教
え
下
さ
り
感
謝
で
す
。

年
と
共
に
体
力
が
落
ち
て
い
ま
す
が
、

自
分
の
体
力
が
先
か
肩
叩
き
が
先
か
頑

張
り
ま
す
。

中
部
地
域
　
吉

　賀

　英

　彦

①
◎
生
涯
現
役
が
モ
ッ
ト
ー

　
◎
と
も
か
く
晩
酌
が
美
味
し
く
飲
み
た
い

　
◎
元
々
グ
リ
ー
ン
関
係
が
性
に
合
う

　
◎
や
は
り
経
済
的
に
ゆ
と
り
が
欲
し
い

②
◎「
イ
チ
ロ
ー
」さ
ん
の
日
常
管
理
が
モ
デ
ル

　
◎
年
老
い
て
も
痩
躯
が
理
想

　
◎
戦
争
を
経
験
し
て
い
る
人
の
重
き
言

葉
を
常
に
自
戒

③
◎
外
廻
り
の
作
業
は
目
に
見
え
て
良
い

　
◎
任
せ
て
く
れ
る
客
先
の
信
頼
に
応
え
た
い

　
◎
寒
冷
・
暑
熱
は
人
生
そ
の
も
の
。
生

き
る
限
り
体
を
動
か
し
た
い
。

　
映
画
は
小
説
の
映
画
化
が
主
流
で
あ
る
。

　
夏
目
漱
石
の「
坊
ち
ゃ
ん
」「
そ
れ
か
ら
」

「
こ
こ
ろ
」な
ど
や
芥
川
龍
之
介
の「
羅
城

門
」「
藪
の
中
」（
映
画
は「
羅
生
門
」）ま
た

「
地
獄
変
」な
ど
た
く
さ
ん
映
画
化
さ
れ
て

い
る
。
昭
和
後
半
で
は「
赤
ひ
げ
」「
雨
あ

が
る
」な
ど
山
本
周
五
郎
の
小
説
が
題
材

と
し
た
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。

　
松
本
清
張
の
小
説
は
ほ
と
ん
ど
が
映
画

化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
原

作
者
清
張
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が「
砂
の
器
」だ

け
は「
私（
原
作
者
）の
作
品
を
超
え
た
」と

賞
賛
し
て
い
た
そ
う
だ
。
清
張
作
品
を
映

画
化
し
て
き
た
監
督
野
村
芳
太
郎
、
脚
本

橋
本
忍
が
十
四
年
前
か
ら
構
想
し
て
き
た

熱
意
が
実
り
大
ヒ
ッ
ト
作
品
と
な
っ
た
。

原
作
者
が
脱
帽
し
、
賞
賛
し
た
の
は
、
常

に
犯
罪
者
の
心
理
と
謎
解
き
に
終
始
し
、

こ
の「
砂
の
器
」も
推
理
小
説
と
し
て
の

「
謎
解
き
」を
通
し
て
、
出
世
主
義
者
と
し

て
の
俗
人
の
犯
行
、「
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者

へ
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
」と
い
う
社
会
ド
ラ

マ
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
を
、（
映
画
で

は
）因
習
と
い
う「
日
本
独
特
の
風
土
」に

ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
、
絶
対
に
切
る
こ

と
の
で
き
な
い『
宿
命
』と
い
う
べ
き「
親

映
画
散
歩

　│「
小
説
の
映
画
化
」│

会
員
の
広
場

会
員
の
広
場

①
入
会
動
機
は
？

②
日
頃
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

③
十
年
在
籍
し
て
思
う
こ
と
は
？

題　目 　多
年
功
労
賞
受
賞
者(

在
籍
十

年
功
労
会
員
表
彰)

の
方
々
に
聞

き
ま
し
た
。

文
芸
欄

文
芸
欄

文
芸
欄

　◆ 

川

　柳 

◆

藤
田
　
善
昭

猛
暑
日
と

　コ
ロ
ナ
で
今
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　家
籠
り

あ
れ
し
ょ
う
か

　こ
れ
を
し
ょ
う
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　日
が
終
わ
る

ご
み
出
し
日

　マ
ス
ク
掛
け
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ラ
ス
ど
も

子
の
絆
」を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。「
社
会

ド
ラ
マ
」か
ら「
人
間
ド
ラ
マ
」に
転
化
さ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
原
作
者
の
心
を
動
か

せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
映
画『
砂
の
器
』の
素
晴
ら

し
さ
は
原
作
と
テ
ー
マ
を
変
え
た
シ
ナ
リ

オ（
脚
本
）に
あ
る
が
、
そ
の
、
テ
ー
マ
を

具
現
し
た
映
像
に
あ
り
、
そ
の
訴
え
る
力

に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
。
観
終
わ
っ
た
あ

と
し
ば
ら
く
は
動
け
な
い
。

　『
宿
命
』の
演
奏
、Ｂ
Ｇ
Ｍ
、
そ
し
て
北

国
の
厳
し
い
自
然
の
中
で「
旅
」を
す
る
父

子
の
姿
な
ど
、
し
ば
ら
く
は
頭
か
ら
離
れ

な
い
。
と
て
も
小
説
で
は
味
わ
え
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

　
某
テ
レ
ビ
局
の「
一
度
は
見
る
べ
き
映

画
」の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

山
陰
地
域
　
伊

　東

　靖

　人

フレンドリーショップのお知らせ
会員限定特典付きのお店の一覧
※会員証を来店時にご提示して、特典が受付け可能かどうかご確認してください。
　協力店は随時更新中です。

特典内容の詳細についてはホームページを参照してください

《留意点》会計時にお伝えしても対応できないお店あるかと思います。来店時に確認をするようにしてください。

１ ㈲浜寿司　綾羅木本町３丁目１３－5
２ 博多もつ鍋　居酒屋　八兵衛
 東大和町１－１－１
３ ふくふく健康まぁじゃん
 一の宮卸本町３ー３
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６ ふく・長州料理KATSUMOTO
 田中町８－１１
７ ㈲藤本種苗園　田中町６－１９
８ ㈱村田実商店／本社・工場・売店
 大字福江７０３－１

９ ㈱村田実商店／本店(安岡駅前)
 安岡駅前１－９－１５
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 秋根北町４－１
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 豊前田町２－６－１８
１２ 岸砿油㈱東大和町SS
 東大和町１－４－１
１３ ㈲大島屋金物店　幸町２－１
１４ ベルベル・ソル　王司上町２－１－１５
１５ 太平楽（本店）　岬之町１６－１１
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中
部
地
域
　
有

　重

　賢
一
郎

　

①
自
分
に
何
か
出
来
る
こ
と
が
な
い
か
と

思
案
し
て
い
た
時
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
説
明
会
の
広
告
を
見
て
参
加

す
る
こ
と
に
し
た
。
説
明
を
聞
い
て
出

来
る
仕
事
が
あ
る
と
確
信
し
入
会
し
ま

し
た
。

②
血
圧
・
体
重
の
変
化
に
留
意
し
て
暴
飲

暴
食
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

③
体
力
が
続
く
か
ぎ
り
仕
事
を
す
る
こ
と

で
老
化
の
防
止
に
繋
が
る
と
思
う
。

　
高
齢
者
施
設
の
夜
間
業
務
に
従
事
し
て

い
る
が
、
入
居
者
や
職
員
と
の
対
話
が

で
き
若
返
っ
た
気
が
す
る
。

彦
島
地
域
　
岡

　野

　藤

　孝

①
⑴
健
康
維
持
。

⑵
適
度
な
就
業
日
数
で
、
出
来
る
仕
事

が
あ
っ
た
こ
と
。

②
健
康
管
理
。
毎
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
適

度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
継
続
し
、
規
則

正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
。

③
十
年
間
、
無
事
故
・
怪
我
な
し
で
就
業

で
き
た
こ
と
は
、
よ
き
先
輩
・
よ
き
仲

間
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

山
陰
地
域
　
木

　谷

　高

　明

①
会
社
定
年
後
、
六
十
四
才
の
時
、
未
だ

体
力
的
に
も
仕
事
が
や
れ
る
と
思
い
、

体
力
維
持
、
健
康
維
持
の
為
入
会
致
し

ま
し
た
。

②
お
客
様
に
は
、親
切
・
丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー

に
剪
定
作
業
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
安
全
作
業
・
怪
我
の
な
い
様
、
お

客
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
様
、
仕
事
を

精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
今
年
四
月
に
て
七
十
五
才
に
な
り
、
体

力
的
に
か
な
り
落
ち
始
め
て
い
ま
す
が
、

あ
と
五
年
を
目
標
に
頑
張
っ
て
、
健
康

面
に
留
意
し
頑
張
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。山

陽
地
域
　
土

　井

　光

　雄

①
会
社
を
退
職
し
た
ら
入
会
す
る
と
決
め

て
い
た
。

②
自
分
が
利
用
し
た
い
と
思
う
公
園
に
な

る
よ
う
に
、
そ
し
て
仕
事
は
楽
し
く
し

た
い
。

③
仕
事
に
行
け
ば
　
⑴
人
に
会
え
る
　
会

話
が
で
き
る
　
⑵
体
を
動
か
す
　
⑶
昼

食
が
時
間
通
り
食
べ
ら
れ
る
。
そ
の
上

配
分
金
も
貰
え
る
。
家
か
ら
出
て
行
く

場
所
を
作
っ
て
く
れ
た
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
感
謝
、
感
謝
。

　
ア
ッ
と
言
う
間
の
十
年
で
し
た
。

山
陰
地
域
　
西

　野

　征

　治

①
友
人
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
登

録
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
六
十
五
才
を
過
ぎ
て
体
は
元
気
だ
し
、

も
う
少
し
働
い
て
生
活
を
充
実
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

②
健
康
が
一
番
。

　
老
人
ホ
ー
ム
の
夜
間
管
理
　
十
七
時
〜

　
翌
日
八
時
三
十
分
迄
、
月
に
七
〜
八
回
、

好
不
調
の
波
の
な
い
よ
う
に
普
段
か
ら

適
度
な
運
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

③
仕
事
は
四
回
の
巡
回
で
、
入
居
者
の
動

向
と
施
設
の
異
常
の
有
無
、
そ
の
他
、

夜
間
入
所
者
の
世
話
を
す
る
支
援
員
さ

ん
に
は
困
っ
た
時
相
談
相
手
に
。
今
、

老
人
施
設
の
仕
事
に
就
け
た
こ
と
は
意

義
深
い
で
す
。

山
陰
地
域
　
長

　谷

　
　
　久

①
健
康
維
持
。
年
金
で
は
生
活
維
持
も
大

変
で
す
し
老
後
の
資
金
に
で
も
な
れ
ば

と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

②
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

お
客
様
か
ら
の
苦
情
が
な
く
喜
ば
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
こ
の
度
は
思
い
も
よ
ら
ず
表
彰
し
て
頂

き
光
栄
に
思
い
、
皆
様
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
十
年
も
働
く
事
が
出
来
た
と
有

難
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

山
陽
地
域
　
藤

　岡

　隆

　夫

①
若
い
頃
か
ら
盆
栽
、
庭
園
が
好
き
で
現

役
を
引
退
し
て
造
園
会
社
で
一
年
働
い

て
会
社
組
織
に
と
ら
わ
れ
た
く
な
い
の

で
シ
ル
バ
ー
の
剪
定
班
に
入
会
し
た
次

第
。

②
き
れ
い
に
な
っ
た
〜
す
っ
き
り
し
た
〜

と
言
う
依
頼
者
か
ら
の
言
葉
を
期
待
し

て
い
る
。
今
か
ら
も
剪
定
の
基
本
を
踏

ま
え
て
私
の
理
想
で
あ
る「
透
か
し
剪

定
」を
時
間
が
あ
る
限
り
や
っ
て
い
く
。

③
九
年
振
り
に
二
人
の
メ
ン
バ
ー
が
変

わ
っ
て
こ
れ
も
又
縁
が
あ
っ
て
の
事
と

思
う
し
、
今
迄
通
り
笑
顔
の
た
え
な
い

雰
囲
気
で
仕
事
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。

山
陽
地
域
　
古

　瀬

　信

　義

①
同
級
生
に
話
を
聞
き
入
会
し
ま
し
た
。

　
体
力
維
持
と
小
遣
い
の
為
。

②
特
に
有
り
ま
せ
ん
が
、
日
々
の
晩
酌
で

明
日
へ
の
活
力
。

③
十
年
間
無
事
故
は
、
諸
先
輩
方
が
気
持

ち
よ
く
仕
事
を
教
え
下
さ
り
感
謝
で
す
。

年
と
共
に
体
力
が
落
ち
て
い
ま
す
が
、

自
分
の
体
力
が
先
か
肩
叩
き
が
先
か
頑

張
り
ま
す
。

中
部
地
域
　
吉

　賀

　英

　彦

①
◎
生
涯
現
役
が
モ
ッ
ト
ー

　
◎
と
も
か
く
晩
酌
が
美
味
し
く
飲
み
た
い

　
◎
元
々
グ
リ
ー
ン
関
係
が
性
に
合
う

　
◎
や
は
り
経
済
的
に
ゆ
と
り
が
欲
し
い

②
◎「
イ
チ
ロ
ー
」さ
ん
の
日
常
管
理
が
モ
デ
ル

　
◎
年
老
い
て
も
痩
躯
が
理
想

　
◎
戦
争
を
経
験
し
て
い
る
人
の
重
き
言

葉
を
常
に
自
戒

③
◎
外
廻
り
の
作
業
は
目
に
見
え
て
良
い

　
◎
任
せ
て
く
れ
る
客
先
の
信
頼
に
応
え
た
い

　
◎
寒
冷
・
暑
熱
は
人
生
そ
の
も
の
。
生

き
る
限
り
体
を
動
か
し
た
い
。

　
映
画
は
小
説
の
映
画
化
が
主
流
で
あ
る
。

　
夏
目
漱
石
の「
坊
ち
ゃ
ん
」「
そ
れ
か
ら
」

「
こ
こ
ろ
」な
ど
や
芥
川
龍
之
介
の「
羅
城

門
」「
藪
の
中
」（
映
画
は「
羅
生
門
」）ま
た

「
地
獄
変
」な
ど
た
く
さ
ん
映
画
化
さ
れ
て

い
る
。
昭
和
後
半
で
は「
赤
ひ
げ
」「
雨
あ

が
る
」な
ど
山
本
周
五
郎
の
小
説
が
題
材

と
し
た
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。

　
松
本
清
張
の
小
説
は
ほ
と
ん
ど
が
映
画

化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
原

作
者
清
張
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が「
砂
の
器
」だ

け
は「
私（
原
作
者
）の
作
品
を
超
え
た
」と

賞
賛
し
て
い
た
そ
う
だ
。
清
張
作
品
を
映

画
化
し
て
き
た
監
督
野
村
芳
太
郎
、
脚
本

橋
本
忍
が
十
四
年
前
か
ら
構
想
し
て
き
た

熱
意
が
実
り
大
ヒ
ッ
ト
作
品
と
な
っ
た
。

原
作
者
が
脱
帽
し
、
賞
賛
し
た
の
は
、
常

に
犯
罪
者
の
心
理
と
謎
解
き
に
終
始
し
、

こ
の「
砂
の
器
」も
推
理
小
説
と
し
て
の

「
謎
解
き
」を
通
し
て
、
出
世
主
義
者
と
し

て
の
俗
人
の
犯
行
、「
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者

へ
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
」と
い
う
社
会
ド
ラ

マ
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
を
、（
映
画
で

は
）因
習
と
い
う「
日
本
独
特
の
風
土
」に

ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
、
絶
対
に
切
る
こ

と
の
で
き
な
い『
宿
命
』と
い
う
べ
き「
親

映
画
散
歩

　│「
小
説
の
映
画
化
」│

会
員
の
広
場

会
員
の
広
場

①
入
会
動
機
は
？

②
日
頃
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

③
十
年
在
籍
し
て
思
う
こ
と
は
？

題　目 　多
年
功
労
賞
受
賞
者(

在
籍
十

年
功
労
会
員
表
彰)

の
方
々
に
聞

き
ま
し
た
。

文
芸
欄

文
芸
欄

文
芸
欄

　◆ 

川

　柳 

◆

藤
田
　
善
昭

猛
暑
日
と

　コ
ロ
ナ
で
今
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　家
籠
り

あ
れ
し
ょ
う
か

　こ
れ
を
し
ょ
う
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　日
が
終
わ
る

ご
み
出
し
日

　マ
ス
ク
掛
け
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ラ
ス
ど
も

子
の
絆
」を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。「
社
会

ド
ラ
マ
」か
ら「
人
間
ド
ラ
マ
」に
転
化
さ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
原
作
者
の
心
を
動
か

せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
映
画『
砂
の
器
』の
素
晴
ら

し
さ
は
原
作
と
テ
ー
マ
を
変
え
た
シ
ナ
リ

オ（
脚
本
）に
あ
る
が
、
そ
の
、
テ
ー
マ
を

具
現
し
た
映
像
に
あ
り
、
そ
の
訴
え
る
力

に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
。
観
終
わ
っ
た
あ

と
し
ば
ら
く
は
動
け
な
い
。

　『
宿
命
』の
演
奏
、Ｂ
Ｇ
Ｍ
、
そ
し
て
北

国
の
厳
し
い
自
然
の
中
で「
旅
」を
す
る
父

子
の
姿
な
ど
、
し
ば
ら
く
は
頭
か
ら
離
れ

な
い
。
と
て
も
小
説
で
は
味
わ
え
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

　
某
テ
レ
ビ
局
の「
一
度
は
見
る
べ
き
映

画
」の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

山
陰
地
域
　
伊

　東

　靖

　人

フレンドリーショップのお知らせ
会員限定特典付きのお店の一覧
※会員証を来店時にご提示して、特典が受付け可能かどうかご確認してください。
　協力店は随時更新中です。

特典内容の詳細についてはホームページを参照してください

《留意点》会計時にお伝えしても対応できないお店あるかと思います。来店時に確認をするようにしてください。

１ ㈲浜寿司　綾羅木本町３丁目１３－5
２ 博多もつ鍋　居酒屋　八兵衛
 東大和町１－１－１
３ ふくふく健康まぁじゃん
 一の宮卸本町３ー３
４ ㈲有馬設備工業内　有馬水産
 幸町１－２
５ ラーメンハウス一龍軒　唐戸町２－１７
６ ふく・長州料理KATSUMOTO
 田中町８－１１
７ ㈲藤本種苗園　田中町６－１９
８ ㈱村田実商店／本社・工場・売店
 大字福江７０３－１

９ ㈱村田実商店／本店(安岡駅前)
 安岡駅前１－９－１５
１０ ㈱村田実商店／できたて屋　秋根北町店
 秋根北町４－１
１１ ㈲西河リビングセンター
 豊前田町２－６－１８
１２ 岸砿油㈱東大和町SS
 東大和町１－４－１
１３ ㈲大島屋金物店　幸町２－１
１４ ベルベル・ソル　王司上町２－１－１５
１５ 太平楽（本店）　岬之町１６－１１

下関市シルバー人材センター

45



配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
！

ご
存
知
で
す
か
？
　配
分
金
の
こ
と

　セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
就
業
に
対
す
る

発
注
者
さ
ん
へ
の
請
求
は
、
内
税
方
式（
税

込
み
）で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
請
求
の
内
訳
は
、「
会
員
の
就
業
に
対

す
る
配
分
金
」「
一
定
の
基
準
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
交
通
費
」「
配
分
金
に
対
す
る
定
め
ら
れ

た
事
務
費
及
び
作
業
に
対
し
て
か
か
っ
た
材

料
費
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　こ
れ
ら
も
す
べ
て
消
費
税
を
含
ん
で
お
り

ま
す
。

　消
費
税
法
上
、
会
員
は
対
価
を
得
て
役
務

の
提
供
等
を
行
う「
事
業
者
」と
な
り
ま
す
の

で
、
納
税
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　た
だ
し
、基
準
期
間
内
の
課
税
売
上
高（
配

分
金
の
証
明
額
）が
、
一
千
万
円
以
下
の
場

合
は
免
税
で
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か

ら「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」が
導
入
さ
れ
、
現
段

階
で
は
、
会
員
に
支
払
っ
た
配
分
金
に
含
ま

れ
る
消
費
税
を
セ
ン
タ
ー
が
納
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳

細
が
決
ま
り
次
第
情
報
提
供
い
た
し
ま
す
。

　就
業
に
関
し
て
相
談
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
就
業
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　尚
、
就
業
相
談
窓
口
は
予
約
制
で
す
。

　開
催
日
の
前
日
ま
で
に
事
務
局
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
時
　毎
月
一
回（
第
四
水
曜
日
）

場
所
　各
事
務
所

就
業
相
談
窓
口

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

　令
和
四
年
四
月
か
ら
配
分
金
の
振
込
に

つ
い
て
振
込
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

西
中
国
信
用
金
庫
へ
振
込
み
先
の
変
更
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　手
続
き
に
つ
い
て
は
、
西
中
国
信
用
金

庫
の
通
帳（
本
人
名
義
に
限
る
）を
用
意
し

て
い
た
だ
き
、
事
務
局
総
務
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
二
六
七
―
五
九
〇
〇
）

事
務
局
の
異
動
の
お
知
ら
せ

　平
川
業
務
課
・
総
務
課
主
査（
本
部
事

務
所
）が
、
五
月
三
十
一
日
付
け
で
退
職

と
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
部
事
務
所
・
業
務
課
の
臨
時
職

員
と
し
て
次
の
方
を
採
用
し
ま
し
た
。

六
月
一
日
付
け

　福
谷

　有
紀
子

　
　
　
　
　
　
　見
原

　な
ぎ
さ

八
月
八
日
付
け

　中
岡

　義
明

　な
お
、
中
岡
義
明
は
、
九
月
一
日
付
け

で
業
務
課
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
事
業
・
運
営
・
行

事
・
講
習
会
・
広
報
紙
・
資
料
等
の
配
布

に
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
以
外
で
は
、
本
人
の
許
可
な
く
会

員
又
は
、
外
部
に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

　新
規
に
通
帳
を
作
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
西
中
国
信
用
金
庫
の
窓
口
で
会
員
証

と
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て「
配
分
金
の

振
込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」と
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

福谷　有紀子
臨時職員

見原　なぎさ
臨時職員

中岡　義明
嘱託職員

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
推

進
・
発
展
・
会
員
の
増
強
等
の
た
め
、
地

域
の
方
々
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

広
め
ま
し
ょ
う
。

　具
体
的
な
活
動
と
し
て

○

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
奉
仕
活
動
の
実
施
。

○

　リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
チ
ラ
シ
の
配
布
。

○

　安
全
・
適
正
就
業
を
基
盤
と
し
た
就

業
の
拡
大
と
会
員
増
強
。

○

　会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
運
動
の
実
施
。

○

　一
人
一
会
員
入
会
活
動
の
促
進
。

○

　会
員
に
よ
る
就
業
機
会
促
進
。

〇

　そ
の
他
の
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
。

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
念

自
主
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
も
の

　
　
　
　
　と
し
て
考
え
ま
す
。

自
立
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
力
で

　
　
　
　
　育
て
ま
す
。

共
働
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
共
に
仲
良
く

　
　
　
　
　働
き
ま
す
。

共
助
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
互
い
に
助
け

　
　
　
　
　合
い
ま
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

　第
一
回
目
の
普
及
啓
発
推
進
委
員
会
を

九
月
七
日（
水
）に
開
催
し
次
の
件
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

議
題

○
普
及
啓
発
委
員
の
任
期
に
つ
い
て

○
普
及
啓
発
委
員
長
の
辞
任
に
伴
う
新
委

員
長
の
選
任
に
つ
い
て

○
今
後
の
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　四
月
十
一
日（
月
）に
豊
北
事
務
所
の
隣

の
会
議
室
に
て
豊
北
地
域
の
地
区
班
長
が

集
ま
り
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
題

•
新
年
度
の
体
制
に
つ
い
て

•
就
業
実
績
及
び
今
年
度
目
標
に
つ
い
て

•
事
業
所
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て

豊
北
地
区
班
長
会
議
の
開
催

各
地
域
の
班
長
・
副
班
長
の
交
代（
敬
称
略
）

班

　長

北
部
地
域
第
一
地
区
第
二
班

（
新
）
朔

　正
毅

　

山
陽
地
域
第
三
地
区
第
一
班

（
新
）
児
玉

　政
美

　

山
陰
地
域
第
三
地
区
第
三
班

（
新
）
小
田

　健
治
（
旧
）
大
津

　源
次

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
費
率
の
改
正

　令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
事
務
費
を
現
在

の
十
三
％
か
ら
十
五
％
に
改
正
い
た
し
ま
す
。

　ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
支
払
手
数
料
の
改
定

　九
月
一
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
支
払
手
数
料
が
次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

　手
数
料
百
三
十
二
円
↓
九
月
一
日
以
降

手
数
料
百
七
十
円
と
な
り
ま
す
。（
税
込
）

　尚
、
四
万
九
千
八
百
三
十
円
以
上
の
お

支
払
い
の
場
合
は
、
収
入
印
紙
二
百
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長
表
彰

　六
月
二
十
一
日（
火
）に
行
わ
れ
た（
公

社
）山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
定
時
総
会
に
お
い
て
会
長
表
彰
で
セ

ン
タ
ー
事
業
貢
献
役
員
と
し
て
林
岩
雄
理

事
が
受
賞
し
ま
し
た
の
で
、
六
月
二
十
七

日（
月
）に
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　会
員
さ
ん
の
紹
介
で
一
般
の
方
が
入
会

し
た
場
合
、
紹
介
し
た
会
員
さ
ん
に
山
口

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
、

入
会
者
一
人
紹
介
に
つ
き
ク
オ
カ
ー
ド
又

は
イ
ズ
ミ
の
商
品
券
五
百
円
分
を
進
呈
致

し
ま
す
。

　申
込
み
方
法
は
、
会
員
紹
介
カ
ー
ド
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
会
希
望
の

方
が
入
会
受
付
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　当
セ
ン
タ
ー
の
粗
品
も
進
呈
い
た
し
ま

す
の
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
紹

介
カ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
随
時
郵
送
を
致
し
ま
す
。

＊
粗
品
の
進
呈
ま
で
は
、
手
続
き
の
た
め

日
に
ち
を
要
し
ま
す
。
準
備
で
き
次
第

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
来
局
を
お

願
い
し
ま
す
。

紹
介
し
た
方
が
会
員
に
な
っ
た
ら

　五
百
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド

　
　又
は
イ
ズ
ミ
の
商
品
券
を
進
呈
！

配
分
金
の
支
払
い
は
口
座
振
込
み
で
す
。

（
振
込
先
）

　〔
本
部
〕

　
　西
中
国
信
用
金
庫

　〔
豊
北
・
豊
浦
〕

　
　山
口
県
農
協
・
山
口
銀
行

　〔
豊
田
・
菊
川
〕

　
　山
口
県
農
協

振込日就業月

8月分

9月分

10月分

11月分

12月分

正
会
員
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

配
分
金
振
込
日

　令
和
四
年
度
の
正
会
員
会
費
を
未
だ
支

払
わ
れ
て
い
な
い
会
員
さ
ん
は
、
至
急
振

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
豊
北
・
豊
浦
・

豊
田
・
菊
川
事
務
所
管
内
の
登
録
会
員
さ

ん
は
、
各
事
務
所
に
て
納
入
く
だ
さ
い
。

＊配分金には、消費税が含
まれています。

9月22日（木）

10月25日（火）

11月25日（金）

12月23日（金）

1月25日（水）

安
全
管
理

　今
年
度
の
安
全
対
策
員（
安
全
管
理
委

員
は
三
項
各
委
員
会
を
参
照
）で
す
。
安

全
就
業
の
徹
底
を
図
り
事
故
の
減
少
を
目

指
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
対
策
員（
二
十
二
名
）

藤
岡
隆
夫

　大
崩
不
二
實

　岡
野
藤
孝

増
本

　保

　鍵
本
敏
夫

　
　道
越
幸
美

北
岡
則
彦

　大
西

　研

　
　津
森
敏
博

髙
村
富
夫

　桂
長
大
郎

　
　濱
田
武
久

陰
山
幸
造

　松
本
昭
一
郎

　福
田
睦
紀

古
澤
哲
雄

　髙
比
良
昭
洋

　古
田

　昭

林

　勘
一

　西
原
繁
之

　
　西
村
孝
歳

野
上
寿
生

安
全
推
進
員

　岩
澤
直
史

安
全
対
策
会
議

　第
一
回
目
の
安
全
対
策
会
議
を
七
月
一

日（
金
）に
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
場
所

　勝
山
公
民
館

　二
階
研
修
室

委
嘱
状
交
付
式

議
題

○
令
和
四
年
度
事
故
状
況
報
告

〇
令
和
四
年
度
安
全
適
正
推
進
計
画

安
全
標
語
優
秀
作
品

　令
和
四
年
度
の
安
全
標
語
優
秀
作
品
が

決
ま
り
、
定
時
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
共
同
作
業

　常
に
声
掛
け

　安
全
就
業
』

彦
島
地
域

　春
永

　紘
治

　会
員

『
朝
礼
で

　作
業
前
の　安

全
確
認
』

豊
北
地
域

　古
田

　
　昭

　会
員

　令
和
四
年
度
安
全
適
正
就
業
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
六
月
二
十
四
日（
金
）、
下
関

中
央
消
防
署
に
て
、
救
急
講
習
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
講

師
の
方
三
名
の
も
と
、

十
六
名
の
会
員
が
講

習
を
受
講
し
、
胸
骨

圧
迫
や
、A
E
D（
自

動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

第
一
回
救
急
講
習
会

安
全
巡
回
指
導

　今
年
度
、
第
一
回

目
の
安
全
巡
回
指
導

を
下
関
本
部
及
び
菊

川
地
域
に
て
実
施
し
、

安
全
配
慮
に
つ
い
て

の
指
導
を
行
い
ま
し

た
。

迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　就
業
先
で
、
車
を
駐
車
す
る
際
、
周
囲

の
迷
惑
を
先
ず
第
一
に
考
え
、
必
ず
近
隣

の
方
に
了
承
を
得
る
な
ど
細
心
の
注
意
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
話
で
お
金
の
話「
そ
れ
は
詐
欺
で
す
」

　下
関
警
察
署
の
要
請
に
よ
り
、
う
そ
電

話
詐
欺
被
害
を
未
然
に
食
い
止
め
る
為
当

セ
ン
タ
ー
十
名
の「
う
そ
電
話
詐
欺
防
止

個
別
訪
問
隊
」に
よ
る
就
業
先
等
で
チ
ラ

シ
等
を
活
用
し
注
意
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
電
話
等
で
の

お
金
の
話
に
十
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

胸
骨
圧
迫
の
模
擬
演
習

剪
定
作
業
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配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
！

ご
存
知
で
す
か
？
　配
分
金
の
こ
と

　セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
就
業
に
対
す
る

発
注
者
さ
ん
へ
の
請
求
は
、
内
税
方
式（
税

込
み
）で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
請
求
の
内
訳
は
、「
会
員
の
就
業
に
対

す
る
配
分
金
」「
一
定
の
基
準
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
交
通
費
」「
配
分
金
に
対
す
る
定
め
ら
れ

た
事
務
費
及
び
作
業
に
対
し
て
か
か
っ
た
材

料
費
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　こ
れ
ら
も
す
べ
て
消
費
税
を
含
ん
で
お
り

ま
す
。

　消
費
税
法
上
、
会
員
は
対
価
を
得
て
役
務

の
提
供
等
を
行
う「
事
業
者
」と
な
り
ま
す
の

で
、
納
税
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　た
だ
し
、基
準
期
間
内
の
課
税
売
上
高（
配

分
金
の
証
明
額
）が
、
一
千
万
円
以
下
の
場

合
は
免
税
で
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か

ら「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」が
導
入
さ
れ
、
現
段

階
で
は
、
会
員
に
支
払
っ
た
配
分
金
に
含
ま

れ
る
消
費
税
を
セ
ン
タ
ー
が
納
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳

細
が
決
ま
り
次
第
情
報
提
供
い
た
し
ま
す
。

　就
業
に
関
し
て
相
談
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
就
業
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　尚
、
就
業
相
談
窓
口
は
予
約
制
で
す
。

　開
催
日
の
前
日
ま
で
に
事
務
局
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
時
　毎
月
一
回（
第
四
水
曜
日
）

場
所
　各
事
務
所

就
業
相
談
窓
口

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

　令
和
四
年
四
月
か
ら
配
分
金
の
振
込
に

つ
い
て
振
込
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

西
中
国
信
用
金
庫
へ
振
込
み
先
の
変
更
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　手
続
き
に
つ
い
て
は
、
西
中
国
信
用
金

庫
の
通
帳（
本
人
名
義
に
限
る
）を
用
意
し

て
い
た
だ
き
、
事
務
局
総
務
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
二
六
七
―
五
九
〇
〇
）

事
務
局
の
異
動
の
お
知
ら
せ

　平
川
業
務
課
・
総
務
課
主
査（
本
部
事

務
所
）が
、
五
月
三
十
一
日
付
け
で
退
職

と
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
部
事
務
所
・
業
務
課
の
臨
時
職

員
と
し
て
次
の
方
を
採
用
し
ま
し
た
。

六
月
一
日
付
け

　福
谷

　有
紀
子

　
　
　
　
　
　
　見
原

　な
ぎ
さ

八
月
八
日
付
け

　中
岡

　義
明

　な
お
、
中
岡
義
明
は
、
九
月
一
日
付
け

で
業
務
課
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
事
業
・
運
営
・
行

事
・
講
習
会
・
広
報
紙
・
資
料
等
の
配
布

に
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
以
外
で
は
、
本
人
の
許
可
な
く
会

員
又
は
、
外
部
に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

　新
規
に
通
帳
を
作
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
西
中
国
信
用
金
庫
の
窓
口
で
会
員
証

と
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て「
配
分
金
の

振
込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」と
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

福谷　有紀子
臨時職員

見原　なぎさ
臨時職員

中岡　義明
嘱託職員

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
推

進
・
発
展
・
会
員
の
増
強
等
の
た
め
、
地

域
の
方
々
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

広
め
ま
し
ょ
う
。

　具
体
的
な
活
動
と
し
て

○

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
奉
仕
活
動
の
実
施
。

○

　リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
チ
ラ
シ
の
配
布
。

○

　安
全
・
適
正
就
業
を
基
盤
と
し
た
就

業
の
拡
大
と
会
員
増
強
。

○

　会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
運
動
の
実
施
。

○

　一
人
一
会
員
入
会
活
動
の
促
進
。

○

　会
員
に
よ
る
就
業
機
会
促
進
。

〇

　そ
の
他
の
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
。

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
念

自
主
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
も
の

　
　
　
　
　と
し
て
考
え
ま
す
。

自
立
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
力
で

　
　
　
　
　育
て
ま
す
。

共
働
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
共
に
仲
良
く

　
　
　
　
　働
き
ま
す
。

共
助
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
互
い
に
助
け

　
　
　
　
　合
い
ま
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

　第
一
回
目
の
普
及
啓
発
推
進
委
員
会
を

九
月
七
日（
水
）に
開
催
し
次
の
件
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

議
題

○
普
及
啓
発
委
員
の
任
期
に
つ
い
て

○
普
及
啓
発
委
員
長
の
辞
任
に
伴
う
新
委

員
長
の
選
任
に
つ
い
て

○
今
後
の
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　四
月
十
一
日（
月
）に
豊
北
事
務
所
の
隣

の
会
議
室
に
て
豊
北
地
域
の
地
区
班
長
が

集
ま
り
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
題

•
新
年
度
の
体
制
に
つ
い
て

•
就
業
実
績
及
び
今
年
度
目
標
に
つ
い
て

•
事
業
所
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て

豊
北
地
区
班
長
会
議
の
開
催

各
地
域
の
班
長
・
副
班
長
の
交
代（
敬
称
略
）

班

　長

北
部
地
域
第
一
地
区
第
二
班

（
新
）
朔

　正
毅

　

山
陽
地
域
第
三
地
区
第
一
班

（
新
）
児
玉

　政
美

　

山
陰
地
域
第
三
地
区
第
三
班

（
新
）
小
田

　健
治
（
旧
）
大
津

　源
次

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
費
率
の
改
正

　令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
事
務
費
を
現
在

の
十
三
％
か
ら
十
五
％
に
改
正
い
た
し
ま
す
。

　ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
支
払
手
数
料
の
改
定

　九
月
一
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
支
払
手
数
料
が
次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

　手
数
料
百
三
十
二
円
↓
九
月
一
日
以
降

手
数
料
百
七
十
円
と
な
り
ま
す
。（
税
込
）

　尚
、
四
万
九
千
八
百
三
十
円
以
上
の
お

支
払
い
の
場
合
は
、
収
入
印
紙
二
百
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長
表
彰

　六
月
二
十
一
日（
火
）に
行
わ
れ
た（
公

社
）山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
定
時
総
会
に
お
い
て
会
長
表
彰
で
セ

ン
タ
ー
事
業
貢
献
役
員
と
し
て
林
岩
雄
理

事
が
受
賞
し
ま
し
た
の
で
、
六
月
二
十
七

日（
月
）に
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　会
員
さ
ん
の
紹
介
で
一
般
の
方
が
入
会

し
た
場
合
、
紹
介
し
た
会
員
さ
ん
に
山
口

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
、

入
会
者
一
人
紹
介
に
つ
き
ク
オ
カ
ー
ド
又

は
イ
ズ
ミ
の
商
品
券
五
百
円
分
を
進
呈
致

し
ま
す
。

　申
込
み
方
法
は
、
会
員
紹
介
カ
ー
ド
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
会
希
望
の

方
が
入
会
受
付
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　当
セ
ン
タ
ー
の
粗
品
も
進
呈
い
た
し
ま

す
の
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
紹

介
カ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
随
時
郵
送
を
致
し
ま
す
。

＊
粗
品
の
進
呈
ま
で
は
、
手
続
き
の
た
め

日
に
ち
を
要
し
ま
す
。
準
備
で
き
次
第

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
来
局
を
お

願
い
し
ま
す
。

紹
介
し
た
方
が
会
員
に
な
っ
た
ら

　五
百
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド

　
　又
は
イ
ズ
ミ
の
商
品
券
を
進
呈
！

配
分
金
の
支
払
い
は
口
座
振
込
み
で
す
。

（
振
込
先
）

　〔
本
部
〕

　
　西
中
国
信
用
金
庫

　〔
豊
北
・
豊
浦
〕

　
　山
口
県
農
協
・
山
口
銀
行

　〔
豊
田
・
菊
川
〕

　
　山
口
県
農
協

振込日就業月

8月分

9月分

10月分

11月分

12月分

正
会
員
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

配
分
金
振
込
日

　令
和
四
年
度
の
正
会
員
会
費
を
未
だ
支

払
わ
れ
て
い
な
い
会
員
さ
ん
は
、
至
急
振

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
豊
北
・
豊
浦
・

豊
田
・
菊
川
事
務
所
管
内
の
登
録
会
員
さ

ん
は
、
各
事
務
所
に
て
納
入
く
だ
さ
い
。

＊配分金には、消費税が含
まれています。

9月22日（木）

10月25日（火）

11月25日（金）

12月23日（金）

1月25日（水）

安
全
管
理

　今
年
度
の
安
全
対
策
員（
安
全
管
理
委

員
は
三
項
各
委
員
会
を
参
照
）で
す
。
安

全
就
業
の
徹
底
を
図
り
事
故
の
減
少
を
目

指
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
対
策
員（
二
十
二
名
）

藤
岡
隆
夫

　大
崩
不
二
實

　岡
野
藤
孝

増
本

　保

　鍵
本
敏
夫

　
　道
越
幸
美

北
岡
則
彦

　大
西

　研

　
　津
森
敏
博

髙
村
富
夫

　桂
長
大
郎

　
　濱
田
武
久

陰
山
幸
造

　松
本
昭
一
郎

　福
田
睦
紀

古
澤
哲
雄

　髙
比
良
昭
洋

　古
田

　昭

林

　勘
一

　西
原
繁
之

　
　西
村
孝
歳

野
上
寿
生

安
全
推
進
員

　岩
澤
直
史

安
全
対
策
会
議

　第
一
回
目
の
安
全
対
策
会
議
を
七
月
一

日（
金
）に
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
場
所

　勝
山
公
民
館

　二
階
研
修
室

委
嘱
状
交
付
式

議
題

○
令
和
四
年
度
事
故
状
況
報
告

〇
令
和
四
年
度
安
全
適
正
推
進
計
画

安
全
標
語
優
秀
作
品

　令
和
四
年
度
の
安
全
標
語
優
秀
作
品
が

決
ま
り
、
定
時
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
共
同
作
業

　常
に
声
掛
け

　安
全
就
業
』

彦
島
地
域

　春
永

　紘
治

　会
員

『
朝
礼
で

　作
業
前
の　安

全
確
認
』

豊
北
地
域

　古
田

　
　昭

　会
員

　令
和
四
年
度
安
全
適
正
就
業
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
六
月
二
十
四
日（
金
）、
下
関

中
央
消
防
署
に
て
、
救
急
講
習
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
講

師
の
方
三
名
の
も
と
、

十
六
名
の
会
員
が
講

習
を
受
講
し
、
胸
骨

圧
迫
や
、A
E
D（
自

動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

第
一
回
救
急
講
習
会

安
全
巡
回
指
導

　今
年
度
、
第
一
回

目
の
安
全
巡
回
指
導

を
下
関
本
部
及
び
菊

川
地
域
に
て
実
施
し
、

安
全
配
慮
に
つ
い
て

の
指
導
を
行
い
ま
し

た
。

迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　就
業
先
で
、
車
を
駐
車
す
る
際
、
周
囲

の
迷
惑
を
先
ず
第
一
に
考
え
、
必
ず
近
隣

の
方
に
了
承
を
得
る
な
ど
細
心
の
注
意
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
話
で
お
金
の
話「
そ
れ
は
詐
欺
で
す
」

　下
関
警
察
署
の
要
請
に
よ
り
、
う
そ
電

話
詐
欺
被
害
を
未
然
に
食
い
止
め
る
為
当

セ
ン
タ
ー
十
名
の「
う
そ
電
話
詐
欺
防
止

個
別
訪
問
隊
」に
よ
る
就
業
先
等
で
チ
ラ

シ
等
を
活
用
し
注
意
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
電
話
等
で
の

お
金
の
話
に
十
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

胸
骨
圧
迫
の
模
擬
演
習

剪
定
作
業
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集
発
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社
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法
人
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関
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シ
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バ
ー
人
材
セ
ン
タ
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集
委
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会
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〒759-5511
下関市豊北町大字滝部3144-3
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◆これからの技能研修・講習会の予定◆
令和4年度　草刈・剪定講習会

※新型コロナウイルス感染症が拡大したときは、延期又は中止する場合があります。

区分

剪定

実施日時 開催予定場所 対象者 定員 申込期限

令和4年11月15日㈫

令和4年11月10日㈭

彦島田の首町市有地
（草刈講習及び実技）

下関市立勝山中学校
剪定就業者
及び

一般市民

草刈就業者
及び

一般市民
20人

15人

令和4年11月2日㈬

令和4年10月31日㈪

草刈

　今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
四
日（
火
）

〜
十
月
六
日（
木
）ま
で
の
三
日
間
、
長
府

庭
園
の
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料

　

　大

　人

　二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　子

　供

　
　
　百
円（
中
学
生
ま
で
）

　下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
提

示
下
さ
い
）

開
園
時
間

　九
時
〜
十
六
時
三
十
分
ま
で

会
員
作
品
展

　書
、
絵
画（
日
本
画
、
水
墨
画
、
油
絵
）

手
工
芸
、
写
真
、
表
装
、
陶
芸
・
そ
の
他

作
品
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　十
月
三
日（
月
）申
込
は
、藤
田
委
員（
〇

八
〇―

一
九
一
八―

九
一
六
二
）た
だ
し
、

同
好
会
の
方
は
、
各
部
会
長
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

　十
月
三
日（
月
）午
前
九
時
三
十
分
ま
で

に
長
府
庭
園
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
出

　十
月
七
日（
金
）午
前
九
時
三
十
分
か
ら

作
業
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
必
ず
各
自
で

午
後
四
時
ま
で
に
作
品
の
搬
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

作
品
の
展
示
募
集

　セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
入
会
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　六
十
才
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
あ
る

下
関
市
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
入
会
が
出

来
ま
す
。

　入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第
一
、
三
の
水

曜
日
午
前
九
時
に
当
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務

所
の
二
階
研
修
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
説
明
会
は
、
約
二
時
間
程
度
で
す
）

　入
会
希
望
の
方
は
、
入
会
申
込
書
等
の

必
要
書
類（
入
会
説
明
会
時
に
配
布
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　十
月
に
入
会
さ
れ
る
方
の
年
度
会
費
は
、

次
年
度
か
ら
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
入
会
員
募
集

　こ
の
度
、
同
好
会
歩
こ
う
会
・
山
陽
地

域
第
四
地
区
長
主
催
で
清
掃
奉
仕
活
動
を

行
い
ま
す
。
同
好
会
未
加
入
、
他
の
地
域

の
会
員
か
ら
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

実
施
日

　十
月
二
十
三
日（
日
）

集
合
時
間

　午
前
八
時
三
十
分

集
合
場
所

　ゆ
め
タ
ウ
ン
長
府
店
駐
車
場

奉
仕
活
動
の
範
囲

　
　長
府
才
川
〜
乃
木
浜
総
合
公
園

　
　乃
木
浜
総
合
公
園
で
解
散

参
加
締
切

　十
月
十
日（
月
）

申
込
先

　同
好
会
歩
こ
う
会
会
長

　岡
村
喜
代
志

　電
話

　〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一

（
同
好
会
・
他
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加

は
、
岡
村
会
長
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　山
陽
地
域
第
四
地
区
長

　村
上

　博
司

　電
話

　二
四
八

－

〇
一
七
一

清
掃
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

　令
和
四
年
度
の
第
一
回
剪
定
講
習
会
が

五
月
十
七
日（
火
）に
開
催
さ
れ
、
会
員
講

師
の
方
五
名
の
も
と
、
二
十
四
名
の
会
員

が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
今

回
は
彦
島
八

幡
宮
様
の
ご

協
力
で
宮
内

の
敷
地
の
一

角
を
使
用
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
一
回
剪
定
講
習
会

　令
和
四
年
度
の
第
一
回
草
刈
講
習
会
が

五
月
二
十
四
日（
火
）彦
島
田
の
首
に
て
開

催
さ
れ
、
会
員
講
師
の
方
五
名
の
も
と
、

二
十
名
の
会
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

草
刈
機
の
取

り
扱
い
方
か

ら
安
全
就
業

ま
で
講
師
に

よ
る
座
学
と
、

衝
立
や
ネ
ッ

ト
を
使
用
し

た
事
故
の
防

止
策
に
つ
い

て
学
び
ま
し

た
。

第
一
回
草
刈
講
習
会
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